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2
月
5
日
、
醍
醐
小
学
校
に
四

季
折
々
の
行
事
の
様
子
が
描
か
れ

た
「
ふ
る
さ
と
醍
醐
」
の
大
き
な

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

醍
醐
小
学
校
の
児
童
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
、
醍

醐
学
区
自
治
町
内
会
連
合
会
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
約
4
ヶ

月
か
け
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

創
立
記
念
日
の
5
日
に
お
披
露
目

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
手
作
り
の
パ

ネ
ル
に
は
、
児
童
が

学
校
創
立
141
年
を
迎

え
た
歴
史
あ
る
「
ふ

る
さ
と
醍
醐
」
に
誇

り
を
持
ち
、
い
つ
ま

で
も
心
の
ふ
る
さ
と

に
し
て
ほ
し
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

1
月
26
日
、
醍
醐
交
流
会
館
で

「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
福
祉
の

ま
ち
醍
醐
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
ま
ち
醍
醐
」
を
め
ざ
し
、「
福

祉
の
ま
ち
醍
醐
・
交
流
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
住
民
同
士

の
絆
で
創
る
安
心
安
全
の
ま
ち
醍

醐
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
福
祉

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

ほ
か
、
醍
醐
地
域
の
福

祉
施
設
・
保
育
園
等
に

よ
る
サ
ー
ク
ル
発
表
会

や
ふ
れ
あ
い
作
品
展
等

が
行
わ
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て

い
る
方
は
、
犬
の
登
録
（
生
涯
1

度
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
年
1

回
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
4
月
1
日
、
京
都
市

伏
見
板
橋
児
童
館
（
伏
見
区
御
駕

籠
町
91
番
地
）
が
開
館
し
ま
す
。

　

児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
成
を
図
る
た
め
、
専

任
の
児
童
厚
生
員
が
遊
び
や
各
種

活
動
の
指
導
等
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
昼
間
に
保
護
者
が
不
在
の
ご

家
庭
の
小
学
校
1
〜
3
年
生
（
障

害
の
あ
る
児
童
は
4
年
生
ま
で
）

を
対
象
と
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
つ
い
て
は

有
料
登
録
制
で
す
が
、
児
童
館
は

自
由
来
館
（
た
だ
し
行
事
に
よ
り

　

龍
谷
大
学
の
大
学
生
が
活
動
す

る
「
み
ら
い
の
環
境
を
支
え
る
龍

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
学
ま
ち

コ
ラ
ボ
事
業
（
大
学
地
域
連
携
モ

デ
ル
創
造
支
援
事
業
）
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
の
ま
と
め
を

写
真
や
パ
ネ

ル
で
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、

4
月
に
同
大

学
が
京
町
家

を
利
用
し
た

「
深
草
町
家

キ
ャ
ン
パ
ス
」

　

平
成
25
年
3
月
23
日
（
土
）
か

ら
、
市
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
経
路
、
停

留
所
名
称
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

○
南
1
号
系
統
の
経
路
変
更

　

地
下
鉄
竹
田
駅
と
阪
急
桂
駅
を

結
ぶ
南
1
号
系
統
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
桂
川
駅
の
駅
前
広
場
へ
新
た
に

乗
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
鉄
道

と
の
結
節
強
化
に
よ
る
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。　

○
停
留
所
名
称
の
変
更

　

伏
見
区
役
所
神
川
出
張
所
の
移

転
を
控
え
、
現
行
「
神
川
出
張
所

前
」
を
「
久こ

我が

御お

旅た
び

町
ち
ょ
う

」
に
変
更

し
ま
す
。

　

﹇
関
係
系
統
：
22
号
、
南
2
号
、

特
南
2
号
系
統
﹈

問
合
せ
市
交
通
局
自
動
車
部
運
輸

課（
☎
863
・
５
１
３
２
）

事
前
申
込
み
、
実
費
負
担
要
）
で

す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
10
時
〜
18
時
30
分（
日
・

祝
日
及
び
年
末
年
始
は
休
館
）

※
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
0
歳
〜
18
歳
の
児
童

（
乳
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
合
せ
市
保
健
福
祉
局
児
童
家
庭

課（
☎
251
・
２
３
８
０
）

を
開
設
す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
、
深

草
地
域
に
お
け
る
京
町
家
等
の
分

布
や
、
地
域
の
伝
統
的
な
住
ま
い

の
か
た
ち
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
等

も
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
3
月
11
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

8
時
30
分
〜
17
時
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

会
場
深
草
総
合
庁
舎 

1
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
深
草
支
所
地
域
力
推
進
室

ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
642
・

３
２
０
３
）

　

伏
見
区
内
で
は
、
4
月
に
左
表

の
日
程
で
、
狂
犬
病
予
防
の
集
合

注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
も
日
曜
日
に
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

費
用
登
録
済
み
の
方
（
注
射
の
み
）

＝
3
千
300
円

未
登
録
の
方（
登
録
と
注
射
）＝
6

千
900
円

問
合
せ
衛
生
課
（
◯伏
☎
611
・
１
１

６
４
）

4
月
は
愛
犬
の

狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
！

京
都
市

伏
見
板
橋
児
童
館
が

開
館
し
ま
す
！

市
バ
ス
の
経
路
、

停
留
所
名
称

変
更
に
つ
い
て

　

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
紙

芝
居
、
パ
ネ
ル
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
出
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
（
郵
送
も
可
。
た
だ
し
、
往

復
の
送
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。
）

〈
活
用
方
法
例
〉

●
紙
芝
居
：
児
童
館
な
ど
で
の
子

ど
も
向
け
環
境
学
習
で
、
読
み
聞

か
せ
に
活
用
！

●
パ
ネ
ル
：
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

環
境
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
に

活
用
！

●
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：
地
域
、
団

体
の
勉
強
会
や
環
境
啓
発
イ
ベ
ン

ト
で
の
上
映
に
活
用
！

※
貸
出
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
641
・
０

９
１
１
、HP http://www.miya

ko-eco.jp/

）

環
境
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル
・

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出

に
つ
い
て

○
い
い
親
子
関
係
を
つ
く
ろ
う

　

親
の
愛
情
は
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
発
達
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
な

ら
オ
ッ
パ
イ
を
飲
ま
せ
た
り
、

抱
っ
こ
し
た
り
、
声
を
か
け
た

り
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
愛
情

の
示
し
方
は
異
な
っ
て
き
ま
す

が
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
親
の
愛

情
が
大
切
な
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
こ
と
ば
や
態
度
で
十
分
愛
情

を
示
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子
ど

も
が
「
親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
子
ど
も
は
周
囲
の
人
た

ち
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
り
励
ま
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
勇
気
を
た
く
さ

ん
も
ら
い
な
が
ら
育
っ
て
い
き
ま

す
。

○
子
育
て
を

 

楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
の
ス
ト
レ
ス
が
頂
点
に

達
し
た
時
、
子
ど
も
に
八
つ
当
た

り
し
た
く
な
り
ま
す
ね
。
で
も
、

子
育
て
だ
け
が
原
因
の
ス
ト
レ
ス

で
し
ょ
う
か
？

　

「
自
分
は
悪
循
環
に
入
っ
た
な
」

と
感
じ
た
ら
、
自
分
の
心
と
の
付

き
合
い
方
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
完
ぺ
き
を
目
指
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
人
と
自
分
を
比
べ
て

い
ま
せ
ん
か
？ 

自
分
の
正
直
な

気
持
ち
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
は
思
う
よ
う
に
い
か
な

く
て
当
然
。
そ
う
思
っ
て
開
き

直
っ
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

今
は
出
来
な
く
て
も
、
ゆ
っ
く

り
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
ま

し
ょ
う
。「
子
育
て
」
は
「
自
分

育
て
」
で
も
あ
る
の
で
す
。
こ
つ

こ
つ
と
、
少
し
ず
つ
、
じ
れ
っ
た

く
て
も
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
サ
ジ

を
投
げ
な
い
で
！

○
育
児
の
イ
ラ
イ
ラ
か
ら

 

抜
け
出
そ
う

　

「
体
も
心
も
く
た
く
た
…
」、
こ

ん
な
状
態
で
は
子
育
て
は
む
つ
か

し
い
で
す
ね
。
上
手
に
体
や
心
を

ほ
ぐ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
と

い
っ
た
感
情
表
現
は
、
怒
り
や
悲

し
み
を
や
わ
ら
げ
る
は
た
ら
き
が

あ
り
ま
す
。
音
楽
を
聴
い
た
り
、

映
画
を
み
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ

オ
を
見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、

自
分
の
時
間
を
も
っ
て
み
る
と
、

イ
ラ
イ
ラ
が
吹
き
飛
ぶ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
他
の
人
に
話
を
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
も
、
悲
し
い
気
持
ち

や
辛
い
気
持
ち
を
や
わ
ら
げ
ま

す
。
家
族
や
友
達
、
近
所
の
人
な

ど
に
ゆ
っ
く
り
子
育
て
の
グ
チ
を

聞
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
話
を

聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

た
ま
に
は
誰
か
に
子
ど
も
を
預

け
て
、
自
分
が
楽
し
む
た
め
、
自

分
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
だ
け
の

時
間
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

１
週
間
に
１
回
で
も
、
た
っ
た
数

時
間
で
も
い
い
の
で
す
。
買
い
物

に
行
っ
た
り
、
食
事
に
行
っ
た

り
、
自
分
が
楽
し
む
た
め
の
時
間

を
も
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
こ

し
気
分
が
か
わ
れ
ば
「
ま
た
頑
張

ろ
う
」
と
思
え
ま
す
。

　

と
き
に
は
周
り
の
人
に
助
け
を

素
直
に
求
め
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
何
で
も
自
分
ひ
と
り
で
解
決

し
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
人

も
、
少
し
経
験
者
の
話
に
耳
を
傾

け
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
そ

う
し
よ
う
と
思
っ
た
時
点
で
少
し

心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

○
子
育
て
で
悩
ん
だ
時
は
…

　

お
近
く
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や
福

祉
事
務
所
（
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
）、
保
育
所
、
児
童
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
◯伏
☎
611
・

１
１
６
３
◯深
☎
642
・
３
８
７
９
◯醍

☎
571
・
６
７
４
８
）

子
育
て
を

 

楽
し
み
ま
し
ょ
う

Ａ　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

4
月
1
日
現
在
の
軽
自
動

車
等
の
所
有
者
（
所
有
権
留
保
の

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
、
廃
棄
、
盗
難
等
に
よ

り
、
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動

車
等
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合

は
、
4
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
必

ず
下
記
の
申
告
先
に
廃
車
及
び
異

動
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
日
ま
で
に
申
告
が
な
い
場
合

は
、
平
成
25
年
度
以
降
も
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
や
排
気
量
が

125
㏄
超
の
バ
イ
ク
の
場
合
で
、
転

出
や
譲
渡
に
よ
り
他
府
県
ナ
ン

バ
ー
に
変
更
す
る
時
は
、転
出（
譲

渡
）
先
の
運
輸
支
局
等
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
、

京
都
市
へ
の
「
税
の
廃
車
申
告
」

も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
問
合
せ
【
原
動
機
付
自
転
車

（
125
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
及
び
ミ
ニ

カ
ー
）
及
び
小
型
特
殊
自
動
車

（
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
農
耕
作

業
用
の
も
の
な
ど
）】
市
民
税
課

（
◯伏
☎
611
・
１
５
２
９
）、
課
税
課

（
◯深
☎
642
・
３
４
０
９
◯醍
☎
571
・

６
８
１
２
）
又
は
市
納
税
推
進
課

（
☎
213
・
５
４
６
７
）、【
3
輪
・

4
輪
の
軽
自
動
車
】
軽
自
動
車
検

査
協
会
京
都
事
務
所
（
☎
671
・
０

９
２
８
）、【
125
㏄
超
250
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
】
廃
車
し
た
と
き
：
京
都

府
軽
自
動
車
協
会
（
☎
691
・
６
５

１
６
）、
廃
車
以
外
の
変
更
の
と

き
：
京
都
運
輸
支
局
（
☎
050
・
５

５
４
０
・
２
０
６
１
）、【
250
㏄
超

の
バ
イ
ク
】
京
都
運
輸
支
局
（
☎

050
・
５
５
４
０
・
２
０
６
１
）

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

Ｑ　
引
越
し
の
た
め
、

バ
イ
ク（
125
㏄
以
下
）

を
廃
車
し
た
い
の
で
す
が
、

手
続
き
は
い
つ
ま
で
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

│ 

原
動
機
付
自
転
車

 

の
廃
車
│

〈
国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

3
月
は
、
平
成
24
年
度
分

保
険
料
の
最
後
の
納
付
月
で
す
。

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
至
急
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
至
急
保
険
年
金
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

問
合
せ 

保
険
年
金
課
徴
収
推
進
担
当
（
○伏
☎
611
・
1
8
7
1

○深
☎
642
・
3
8
1
3
○醍
☎
571
・
6
5
6
8
）

　「ふしざく」とは、区民が主
役のまちづくり活動を実践す
る場です。１月26日に第8回
を開催しました。それぞれの
チームが今後の方針をまとめ
ながら、プロジェクト実現に
向けて話し合いました。
　第10回は3月23日（土）開催
の予定です。

●
栢
ノ
杜
遺
跡
と
俊

し
ゅ
ん

乗じ
ょ
う

房ぼ
う

重ち
ょ
う

源げ
ん

　

醍だ
い

醐ご

柏
か
し
わ

森も
り

町
ち
ょ
う

に
あ
る
「
栢
ノ

杜
遺
跡
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ

め
、
東
大
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た

僧
侶
・
俊
乗
房
重
源
ゆ
か
り
の
遺

跡
で
す
。
重
源
は
若
い
頃
に
醍
醐

寺
の
子
院
で
あ
る
円え

ん
こ
う
い
ん

光
院
に
い
ま

し
た
。
円
光
院
は
、
有
力
貴
族
の

村む
ら

上か
み

源げ
ん

氏じ

と
関
係
の
深
い
堂
舎
で

し
た
。

　

さ
て
、
醍
醐
寺
の
寺
誌
『
醍だ

い

醐ご

雑ぞ
う

事じ

記き

』
巻
五
に
は
、
久

き
ょ
う
じ
ゅ寿

二
年

（
1
1
5
5
）
に
、
村
上
源
氏
の

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」
で
訪

れ
た
「
栢か

や

ノの

杜も
り

遺い

跡せ
き

」
に
関
し
て
、
最
近
歴
史
的
に
注
目
す
べ
き
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
前
・
後
編
の
二
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

源
み
な
も
と
の
も
ろ
ゆ
き

師
行
が
栢
ノ
杜
に
八は

っ
か
く角
二
階

の
堂
を
造
立
し
て
供
養
し
た
こ
と

が
見
え
ま
す
。
そ
の
後
、
栢
ノ
杜

に
は
九
体
の
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

を
安
置

し
た
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

堂ど
う

や
三
重
塔
も
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
内
の
丈
六
堂
を
造

立
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
重
源
で

し
た
。
重
源
の
記
し
た
『
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

作さ

善ぜ
ん

集
し
ゅ
う

』
に
は
「
栢
杜
堂

一い
ち
う
な
ら
び
に
く
た
い
じ
ょ
う
ろ
く

宇
并
九
体
丈
六
」
を
造
立
し
た

と
あ
り
、
こ
れ
が
丈
六
堂
の
こ
と

で
す
。
造
立
の
背
景
に
は
、
醍
醐

寺
を
介
し
た
重
源
と
村
上
源
氏
と

の
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
文
献
の
内
容

は
、
二
度
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
八
角
二
階

の
堂
や
丈
六
堂
、
三
重
塔
と
考
え

ら
れ
る
建
物
跡
が
次
々
に
出
現
し

た
の
で
す
。（
後
編
は
5
月
15
日

号
に
掲
載
予
定
で
す
。）

京
都
大
学
大
学
院

人
間
・
環
境
学
研
究
科
　
坂
口
太
郎

問
合
せ
醍
醐
支
所
地
域
力
推
進
室

ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
571
・

６
１
３
５
）

「ふしみエネルギー探検隊」チーム
　プロジェクトのキックオフイベントを開催
し、参加者が環境問題をテーマに相互交流を
行いました。

「ぼうけん遊び場をつくろう」チーム
　子どもが、自然の中でのびのびと遊ぶこと
のできる場所を作ることを目標とし、その第
一歩として、遊びの達人を招いて講習会を
開催しました。

「ふしみに縁側をつくろう」チーム
　伏見に縁側（誰もが気軽に集まれる場所）を作る
ことを目標に、講師を招いて、居場所づくり、“縁
側”づくりに関する勉強会を開催しました。

問合せ区役所地域力推進室企画担当（○伏☎611-1295）

実施日 実施会場 時　間

1日（月）
向島南小学校（北東側正門） 10時～11時30分
神川小学校（南門） 14時～15時30分

2日（火）
稲荷小学校（西側正門） 10時～11時
深草小学校（西側正門） 14時～15時30分

3日（水）
横大路小学校（東側正門） 13時30分～14時30分
下鳥羽小学校（東側正門） 15時～16時

4日（木）
久我の杜小学校（東門） 10時～11時
淀際目町　桃の里会館 14時～14時30分
淀美豆町　西岸寺 15時～15時30分

5日（金）
伏見住吉小学校（東門） 10時～11時
桃山南小学校（東側正門） 14時～15時

8日（月） 醍醐総合庁舎（駐車場西側） 14時30分～16時
9日（火） 向島小学校（西門） 14時～15時30分

10日（水）
醍醐小学校（東門） 13時30分～14時30分
小野幼稚園（北側駐車場） 15時～16時

11日（木）
陀羅谷集会所 10時30分～10時50分
竹田小学校（東門） 14時～15時

12日（金） 羽束師小学校（北門） 14時～15時30分

15日（月）
桃山東公会堂 14時～14時30分
小栗栖小学校（体育館東側） 15時～15時30分

16日（火） 藤ノ森小学校（東通用門） 14時～15時30分

17日（水）
桃山中学校（南側正門） 14時～14時30分
伏見土木事務所 15時～15時30分

18日（木）
伏見区役所　淀出張所 14時～15時
納所小学校 15時30分～16時

19日（金）
藤森中学校（西門） 14時～15時
砂川消防分団詰所 15時30分～16時

21日（日） 伏見区総合庁舎（駐車場東側） 14時～16時

22日（月）
砂川小学校（南門） 10時～11時
藤城小学校（第2グラウンド） 14時～15時

23日（火） 春日野小学校（西門） 14時～15時30分
24日（水） 伏見南浜小学校（南門） 14時～15時

醍
醐
小
で「
ふ
る
さ
と
醍
醐
」

の
パ
ネ
ル
完
成
！

福
祉
の
ま
ち
醍
醐
・
交
流
大

会
を
盛
大
に
開
催

　

国
際
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
市

へ
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

お
り
、
ま
た
、
近
隣
の
都
市
か
ら

も
多
く
の
通
勤
・
通
学
者
が
日
々

流
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
花
折
断

層
等
の
活
断
層
に
よ
る
内
陸
型
地

震
や
、
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

通
勤
や
通
学
、
買
い
物
、
行
楽
な

ど
で
外
出
し
て
い
る
方
は
、
交
通

機
関
の
途
絶
に
よ
り
自
宅
に
帰
る

の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
々
を
帰
宅
困
難

者
と
い
い
、
電
車
、
バ
ス
等
の
交

通
機
関
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
場
合
、

多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
で
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

備
え
と
行
動

・
連
絡
手
段
、
集
合
場
所
等
に
つ

い
て
事
前
に
家
族
で
話
し
合
う
。

・
職
場
や
学
校
の
ロ
ッ
カ
ー
等
に
、

ス
ニ
ー
カ
ー
、
防
災
グ
ッ
ズ
、
飲

料
水
、
簡
易
食
料
（
チ
ョ
コ
、

キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
）、
携
帯
カ
イ

ロ
、
タ
オ
ル
等
を
準
備
し
て
お
く
。

・
帰
宅
地
図
を
作
成
し
、
自
宅
ま

で
歩
い
て
帰
る
訓
練
を
し
て
お

く
。

・
携
帯
ラ
ジ

オ
等
で
、
正

確
な
情
報
を

入
手
す
る
。

・
安
否
確
認

は
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
等
を
活
用
す
る
。

『
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
が
帰
宅
を
支
援

　

京
都
市
も
加
入
し
て
い
る
関
西

広
域
連
合
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
外
食
事
業
者
等
と

「
災
害
時
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者

帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
と
き
、

無
事
に
帰
宅
す
る
た
め
に

　伏見消防団では、新入団員を
募集しています。
　地域防災やボランティア活動
に興味のある方は、ぜひご連絡
ください。区内にお住まい又は
お勤めの18歳以上の方なら、男
女を問わず入団できます。
問合せ伏見消防署総務課庶務係
（☎641-5355）

◎消防団員大募集！

支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
に
基
づ
く
店
舗
の
名

称
を
『
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』
と
し
、「
水
道
水
」「
ト

イ
レ
」「
道
路
情
報
な
ど
の
情
報
」

の
提
供
を
行
い
、
災
害
時
の
徒
歩

帰
宅
者
を
支
援
し
ま
す
。目印は

黄色のステッカー
（キタクちゃん）

竹
田
駅
西
口

Ｊ
Ｒ
桂
川
駅
前

桂
駅
東
口

下桂

北上久世

久世七本松

経路変更区間

桂高校前

今回、「ふしざく」チームから
様々なイベント企画案が飛び出しました！

これからもアイデアあふれる「ふしざく」チームに
ご期待ください。

Facebook ふしざく  検索

前編

醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん
ウ
ォ
ー
ク
外
伝

パ
ネ
ル
展
示「
深
草
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｉ（
疏
水
）物
語
」＆ 

深
草
の
住
ま
い
と
町
並
み
、
今
む
か
し

様々なイベント情報を
掲載しています。
ぜひご覧ください。


